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別紙様式 府中市立栗生小学校 

 

 

 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 
 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立る 

る。 

 

２．調査の対象 

  小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童 

  

３．調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数、理科） 

  ・主として「知識」に関する問題（Ａ） 

  ・主として「活用」に関する問題（Ｂ）     

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・児童に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４．調査日時 

  平成３０年４月１７日（火） 

 

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】 

１．教科に関する調査結果（平均正答率※） 

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。   

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 

全 国 ７０．７ ５４．７ ６３．５ ５１．５ ６０．３ 

広島県 ７３ ５９ ６６ ５４ ６３ 

府中市 ７５ ６０ ６７ ５４ ６３ 

栗生小 ７９ ６４ ７３ ６１ ６６ 
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２．調査問題の趣旨・内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

分 
調査問題の趣旨・内容例 

国
語
Ａ 

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 

○互いの話を聞き、考えの共通点や相違点を整理しながら、進行に沿って話し合う。 

○目的や意図に応じて、内容の中心を明確にして、詳しく書く。 

○目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付けて読む。 

○ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いる。 

国
語
Ｂ 

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題  

○目的や意図に応じて、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで自分の考え 

を話す。 

○目的や意図に応じて、必要な内容を整理して書く。 

○物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめる。 

算
数
Ａ 

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 

○１より小さい小数をかける乗法の問題間面を理解し、それぞれの数量が数直線上のどこに当 

 てはまるかを選ぶ。 

○任意単位による測定を基に比較しているものを選ぶ。 

○円を使って正五角形をかくとき、円の中心のまわりの角を何度ずつに分割すればよいかを書 

く。 

○二次元表の合計欄に入る数を書く。 

算
数
Ｂ 

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 

○二つの数量の関係を一般化して捉え、そのきまりを記述する。 

○料金の差を求めるために、示された資料から必要な数値を選び、その求め方と答えを記述す 

る。 

○示された式の中の数値の意味を、表と関連させながら解釈し、それを記述する。 

○身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量を判断し、その判断の理由を記述す 

る。 

理
科 

知識・技能が身についているかどうか、知識・技能を活用することができるかをみる問題 

○風が吹く方向を変えるためにモーターの回転が逆になる回路を選ぶ。 

○熱膨張が小さい金属について、グラフを基に考察して分析した内容を説明する。 

○インゲンマメとヒマワリの生長の様子や日光の当り方から、適した栽培方法を選び、選んだ理 

 由を説明する。 
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３．調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

【国語】特徴と課題 

国語Ａ 

◇相手や目的に応じ、自分が伝えたいことについて、事例などを挙げながら筋道を立てて話すこ

とができる。（本校 95.2 全国平均 90.8） 

◆目的に応じて必要な情報を捉えることができる。(本校 66.7 全国平均 73.9) 

国語Ｂ 

◇計画的に話し合うために、司会の役割について捉えることができる。(本校 81.0 全国平均 77.5) 

◆目的に応じて、複数の本や文章などを選んで読むことができる。(本校 33.3 全国平均 49.2) 

◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点   

【国語】改善策 

○目的に応じて必要な情報を捉える 

・全校でＮＩＥ教育に取り組み、新聞から必要な情報を見付けて読む活動を仕組む。 

・説明的な文章の指導では、中心となる文や語を見つけたり、小見出しを付けたりするなど要点

を捉える活動を仕組み、必要な情報を捉えることができるようにする。 

・調べ学習の時は、「何のために調べるのか」「何について調べるのか」など、調べる目的や事柄

を明確にした上で、本や文章を選ばせる。 

○目的に応じて、複数の本や文章などを選んで読む 

・自分が読んだ本や文章と比べたり、自分のもっている知識や情報、現実などと結び付けたりし

て、自分の考えを深められるようにする。 

・読書感想文を書く活動を定期的に取り入れ、本を読み自分の考えを表現する力を付ける。 

 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い、検証する。 

 

【算数】特徴と課題 

算数Ａ 

◇180°の角の大きさを理解している。(本校 100 全国平均 94.4) 

◆円周率の意味について理解している。(本校 28.6 全国平均 41.6) 

算数Ｂ 

◇示された情報を解釈し、条件に合う時間を求めることができる。(本校 81.0 全国平均 70.5) 

◆棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを、適切に判断することができる。 

(本校 19.0 全国平均 23.9) 

 

【算数】改善策 

○円周率の意味について理解 

・算数用語の意味を確実に指導し、算数用語を正しく使って説明させる活動を仕組むことで、定

着をはかる。 

○複数のグラフから読み取ることができることを、適切に判断すること 

・複数のグラフを正しく読み取る指導を行い、それぞれが表していることを比較・関連付けさせ

る活動を仕組む。 

・グラフからわかったことを算数用語を用いて説明させる活動を仕組むことで、適切に判断でき

るようにする。 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い、検証する。 
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【理科】特徴と課題 

◇より妥当な考えを作り出すために、２つの異なる方法の実験結果を分析して考察できる。 

(本校 90.5 全国平均 89.4) 

◆より妥当な実験結果を作り出すために、実験結果を基に分析・考察し、その内容を記述できる。 

(本校 14.3 全国平均 20.1) 

 

【理科】改善策 

○より妥当な実験結果を作り出すために、実験結果を基に分析・考察し、その内容を記述する 

・問題解決の流れに沿った学習活動を仕組むことで、原因や要因・実験結果や考察の学習の流れ

を定着させる。 

・何を調べるのか(課題や実験の意味)をはっきりさせ、自分の予想をもたせてから実験・観察を

行う。 

・実験結果を表やグラフにまとめることで、原因と結果を正しく把握させる。 

・原因や要因と関係付けたまとめや振り返りをするように指導する。 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い、検証する。 

Ⅲ 学習状況調査の結果 

１．学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか。(本校 100％ 全国平均 95.2％) 

・今住んでいる地域の行事に参加していますか。(本校 95.5％ 全国平均 62.7％) 

・５年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会があ

ったと思いますか。(本校 100％ 全国平均 74.4％) 

・家で、学校の授業の予習・復習をしていますか。(本校 95.4％ 全国平均 62.6％) 

・新聞を読んでいますか。(本校 63.6％ 全国平均 19.9％) 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目 

・なし 

 

 

２．生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

・コミュニティ・スクールの取組みが定着し、行事への参加が増え、一定の成果を挙げている。教科

で学んだことを活用しながら、今後も地域社会に貢献することができる児童の育成を目指す。 

・家庭学習をきちんと行い、授業の予習・復習にも、引き続き取り組ませる。 

・ＮＩＥ教育に取組むことで、情報の取り出しや活用の力を付けている。新聞記事を基に、自分の考

えをまとめる活動にも取り組んでいく。 

 


